
【2026年度　HEX健康経営戦略マップ】

ワーク・エンゲイジメント

※5  の向上

前年度実績を上回ることを

目標とし、継続的な改善に

取り組む

仕事に関連するポジティブで充

実した心理状態

目標年：2030年

KGI 健康経営の目標

健康経営の

推進方針
経営方針

＜経営方針＞

「活力ある経営は個の尊

重から」

個を活かし、個を輝かせて、

元気でいきいきとした経営

を実現する。そして、個々

の従業員、お客様、関連

パートナー等あらゆるステー

クホルダーの多様性を尊重

しながら、バイタリティに溢

れる人で満たされた組織

運営を行う。

＜推進方針＞

健康宣言に基づき、健

康経営を推し進めること

によって、事業にたずさ

わる従業員一人ひとりが

多様な個性や能力を発

揮し、いきいきと働くこと

のできる活力ある組織を

実現する。

＜健康経営でめざすもの＞

従業員パフォーマンスの向上

いきいきと働く環境が整ってい

る

健康投資

健康関連の最終的な目標指標従業員等の意識変容・行動変容に関する指標
健康投資施策の取組状況に

関する指標

健康投資効果

事業所ごとでの推進

（衛生委員会を中核

組織とした推進体制づ

くり）

健康に関する教育機

会の提供、情報提供

（各種研修、全社を

対象とした動画研修の

実施）

医療専門職の

配置強化（産業医面

談・就業判定の体制強

化、保健師の導入）

様々な効果に関連する

健康投資※２

【健康状態／生活習慣対策】

・保健師による特定保健指導の勧奨

・特定保健指導初回面談を勤務配慮とする

・保健師による健診後受診勧奨の強化

・生活習慣改善に関する情報の提供

・歩活の推奨（歩活社内イベントの実施 年二回）

・「健康だより」の発行（月一回）

【健康経営の社内浸透に向けた取り組み】

議長会議の実施

社内イベントの実施

健康経営理解度アンケートの実施（年一回）

（※１）生活習慣病の予防のため、メタボリックシンドロームに着目した特定健診を実施。健診結果により生活習慣病発症リスクが高い対象者に対し、生活習慣改善を支援する保健指導を実施する。

（※２）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

（※３）プレゼンティーイズムは、健康状態が仕事の生産性に与える影響についての自己評価設問（東大一項目）を、定期的に把握している。 2024年度（従業員1068名対象、回答率88.5%）と2025年度（従業員1091名対象、回答率90.6%)

（※４）正社員の平均休業日数を算出。（正社員数 2025年3月31日時点 772人 2026年3月31日時点 788人）

（※５）ワーク・エンゲイジメントは、仕事の没頭感（現在行っている仕事が好きである）、仕事の充実感（現在行っている仕事にやりがいを感じている）、会社へのロイヤルティー（この会社の一員であることに誇りをもっている）の平均値を算出。2023年度（従業員1107名対象、回答率82.3%）と2025年度（従業員1131名対象、回答率68.3%)

（※６）「上司の支援・同僚の支援」とは、ストレスチェックにおける職場内の相談・支援体制に関する指標であり、上司や同僚への相談のしやすさ、頼りやすさ等を測定。「上司の支援」の全国平均は男性8.1 ⼥性8.2。「同僚の支援」の全国平均は男性7.5 ⼥性6.6。

（※７）2030年目標値より、乳がん検診受診率の算出対象を40代以上と変更する。20~30代については、⼥性の健康についての理解度と、制度の認知度を測定し、啓蒙を強化する。

喫煙率の低下

2030年 15%以下 (HEX)

13% (HD+主要6社)

※サステナ 中核共通目標

保健師・産業医面談数

メンタルヘルス研修参加者数

セルフケア継続率の向上

ストレスチェック受検率

目標：90%以上

休業率・離職率の低減

メンタルヘルス不調による連続1か月以上の休職者割合の減少

ストレスチェック健康リスク値：100以下

全事業所衛生委員会にて、ヘルスプログラムの策定

と実行

社内イベント参加者数・満足度の向上

理解度アンケートの回答率向上

【女性の健康（婦人科検診受診率の向上）】

・婦人科検診受診についてのアンケートを実施（年一回）

・⼥性特有の健康課題に特化した動画研修を実施（2026

年度）対象：全従業員／⼥性従業員／管理職

・健保費用補助対象の婦人科検診を周知

【喫煙率の低減・受動喫煙対策】

・就業時間内全面禁煙（2020年８月1日～）

8月1日禁煙DAY、2月22日禁煙促進DAYの周知

・ルールの周知、徹底（遵守状況確認アンケート）

・喫煙者／非喫煙者を対象に、喫煙対策に関するe-

learningを実施

・健保費用補助対象の禁煙プログラムの推奨

・保健師から喫煙者に対する個別支援

【メンタル疾患／長時間労働対策】

・メンタル不調者・長時間労働者に対して産業医面談実施

・精神科の産業医によるメンタル面談の実施

・若手を中心に保健師面談の実施

・保健師による健康管理体制の拡充

・メンタルヘルス研修の実施

禁煙支援プログラム実施者数の増加

情報発信の提供回数の向上

全面禁煙順守状況の向上

子宮頸がん・乳がん検診の受診率向上

(2030年)

子宮頸がん検診 60% （全年齢）

乳がん検診 60% （40代以上）※７

２０～３０代は以下指標を目標とし、啓蒙を強化する。

制度の認知度 60%

婦人科検診についての理解度（セミナー受講率） 90%

受診率アンケート回答率

研修受講者数の向上

健保補助健診の認知度

特定保健指導受診率

2030年 60%以上

※サステナ 中核共通目標

物流事業を通じて、将来にわたり世界に貢献し続ける
一人ひとりが個を尊重し健康で生き活きと輝くことが

将来に渡り世界に貢献する事業基盤となる

企業価値

健康課題

【重点施策②】

喫煙率が高い

2025年度16.2%（全年齢喫煙率）

2024年度18.3%（全年齢喫煙率）

【重点施策①】

婦人科検診の受診率が低い

子宮頸がん検診受診率（全年齢）

2025年度43.2%

2024年48.0%

子宮頸がん検診受診率（40代以上）

2025年度55.5%

2024年度55.2%

メンタル不調者の継続的発生

2025年度健康リスク値：98

2024年度健康リスク値：105

※ストレスチェック結果より算出。全国平均は

100であり、数値が低いほど良好である

長時間労働

＜健康状態＞

◆肥満、血糖リスクが高い

スコアリングレポート実績値(2024)

肥満 95 血糖 93

※所属保険者の全事業所平均100

※数値が高いほど、良好な状態

◆特定保健指導※１受診率が低い

2025年 48.6%

＜生活習慣＞

◆運動、食事、睡眠について

適正な習慣者の割合が低い

スコアリングレポート実績値(2024)

運動 83 食事 93 睡眠 87

※所属保険者の全事業所平均100

※数値が高いほど、良好な状態

◆歩活参加者数：148名

（2026年春開催）

社会的価値

特定保健指導の

定期的な受診勧奨

※サステナ 中核共通目標

ヘルスリテラシー

・健康経営理解度の向上

運動習慣比率の向上

健康経営

をテーマとし

た研修の受

講数向上

（新入社

員／階層

別研修／

全従業員

対象の動

画研修に

て）

＜プレゼンティーイズム※３の低減＞

2030年目標値20.0以下

2025年実績23.7

2024年実績23.1

2023年実績23.6

心身の健康上の問題が作用して、

出勤時の生産性が

低下している状態にあること

＜アブセンティーイズム(病欠）※４の低減＞

2030年目標値3.50日以下

2025年実績4.59日

2024年実績4.50日

2023年実績3.86日

心身の体調不良が原因で、欠勤・休職など業

務が行えない状態にあること

スコアリングレポートによる、

健康状態と生活習慣の値を継続的に改善

＜健康状態＞

肥満・血糖

＜生活習慣＞

運動・食事・睡眠

目標：いずれも事業所平均値(100)以上

歩活イベント参加者の増加

健康経営の浸透状況 方針実現のための体制・環境 上司／同僚からのサポート

健康風土の醸成

経営トップの発信（年一回社長室だよ

り）健康経営の推進方針への理解度

（年一回アンケートを実施）

経営会議、取締役会にて付議（年一回）

議長会議の開催

産業医、保健師等専門職の人数

職業性ストレスチェック簡易調査票の「上司の

支援／同僚の支援」得点 ※６ の増加

2025年実績：上司の支援7.8/同僚の支援8.0

2024年実績：上司の支援7.6/同僚の支援7.9

事業所の特性に沿ったヘルスプログラムの策定

と実行

定期健康診断受診率 100%


